
2011 年 6 月 27 日 アナリスト・機関投資家向け会社説明会 

主な質疑応答 

 

Q．雇用調整助成金が第1四半期でまだ若干発生しているが、第 2四半期以降について 

A．第 2四半期以降は、ほぼなくなると考えております。 

 

Q．第 2 四半期以降の利益水準の回復について 

A．第 2 四半期以降の売上高のマイナス要因といたしましては、退職者数がありますが、これらは

すでに予算に織り込んでおります。 

また、その他の予測されるマイナス要因として、一般的にカレンダーの休日は特殊事情がな

ければ、上期よりも下期の方が多いため、労働工数の季節要因が考えられます。 

 

ただ、基本的には第 1 四半期レベルの売上高で、第 2 四半期以降も、ほぼ推移すると考えて

おります。 

 

以上 


